
３ 資金不足比率の状況
（単位：％）

年度 計画初年度の
前年度

計画初年度
（平成21年度）

平成22年度
（第２年度）

平成23年度
（第３年度）

平成25年度
（第５年度）資金不足比率

実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値

資金不足比率 66•9 60•6 55•1 59•4 50•5 50•6 41•8 7•1

２ 資金不足額解消の状況
（単位：億円）

年度 計画初年度の
前年度

計画初年度
（平成21年度）

平成22年度
（第２年度）

平成23年度
（第３年度）

平成24年度
（第４年度）

平成25年度
（第５年度）

平成26年度
（第６年度）

平成27年度
（第７年度）

平成28年度
（第８年度）区分

当初計画 Ａ � 9 28 9 4 5 2 11 16

解消実績額 Ｂ 5 40 11 ` ` ` ` `

現在計画 Ｃ ` ` 11 4 5 2 11 16

Ｂ－Ａ又はＣ－Ａ 14 12 2 0 0 0 0 0

資金不足額 105 100 60 49 45 40 38 27 11

備考 「現在計画 Ｃ」とは、現時点での解消見込額のことをいう。
３ 資金不足比率の状況

（単位：％）

年度 計画初年度
（平成21年度）

平成22年度
（第２年度）

平成23年度
（第３年度）

平成24年度
（第４年度）

平成25年度
（第５年度）

平成26年度
（第６年度）

平成27年度
（第７年度）

平成28年度
（第８年度）資金不足比率

計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 計画値 計画値 計画値 計画値

資金不足比率 61•0 53•6 44•9 31•7 39•6 26•1 37•7 35•1 34•1 28•0 19•9

計画初年度の
前年度

実績値
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愛知県名古屋市 自動車運送事業会計
経営健全化計画実施状況報告（要旨）
１ 計画と具体的な措置の状況
・資金不足額：平成23年度の実績額49億円。計画額77億円より28億円の改善。
〔28億円の内訳〕
平成22年度までに26億円の改善
平成23年度に２億円の改善
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Ÿ�・収入増加方策の効果額が計画を４億円下回った。
・支出抑制方策の効果額が計画を11億円上回った。
・一般会計補助金を計画より５億円縮減した。 ¡
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・資金不足比率：平成23年度の実績値26•1％。計画値39•6％より13•5ポイントの改善。
・収入増加方策
ＩＣカード「マナカ」の普及促進など積極的な乗客誘致に努めたものの、東日本大震災の影響等により運輸収益が計画を下回ったことなどから、効果額は計画を４億円下回った。
・支出抑制方策
給与カットの継続及び生涯賃金で約20％の減となる給料表への全面的な移行など人件費の抜本的な効率化や、燃料費など経費の節減等の効果額は、計画を11億円上回った。
・自動車運送事業の経営基盤安定化方策
バス事業運営費負担金の充実を計画どおり行った。
・自動車運送事業会計への他会計からの出資
高速度鉄道事業会計及び一般会計から、計画どおり出資を行った。
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